
育児休業取得支援事業補助金

女性が出産後も働き続けられ
るよう、育児休業取得の推進
に取り組む市内事業者に対し
補助します。

学校給食費の減免

当分の間、引き上げ分を市が
負担することで保護者負担の
軽減を図ります。

スポーツ合宿誘致補助金

支援制度の見直しを進め、地
域経済への波及効果を最大限
に高めることを目指します。

住宅用太陽光発電設置補助金

脱炭素社会の実現に向けて、
設置費用の一部を助成します。

久根別地内歩道橋整備事業

旧久根別川への歩道橋整備に
向けた実施設計を行います。

防災備蓄倉庫設置事業

指定緊急避難場所である高規
格道路高台への備蓄倉庫設置
に係る実施設計を行います。

基幹系システム標準化事業

令和８年度の本格稼働に向け
て準備をすすめます。

運動公園施設改修事業

最終年は、エントランス広場
の造成や周回コースの整備を
行います。

SDGsと都市生活環境づくり
◯住宅用太陽光発電設置補助金 625万円
　脱炭素社会の実現に向けて、引き続き太陽光発電設
備や蓄電池の設置費用の一部を助成します。

·省エネルギー設備設置補助金 300万円
　既存住宅に高効率の給湯器等を新たに設置する場合
の費用の一部を助成します。

北海道新幹線効果拡大への取組み
◯スポーツ合宿誘致補助金 1,000万円
　新年度は市民利用への影響に配慮しつつ、市民交流
を促進する団体の合宿数を増加させるなど、支援制度
の見直しを進め、地域経済への波及効果を最大限に高
めることを目指します。

◯新函館北斗駅前イベント事業補助金 1,336万円
　新函館北斗駅前通を歩行者に開放し、「食」をテー
マにした、「グルメだよ！全員集合 in 北斗」を令和７
年度も開催します。北斗市を中心に道南圏や東北地方
の新幹線沿線自治体の「食」を提供します。

特別会計・企業会計
特別会計とは、特定の事業を行うなど一般会計と区分して経理する必要があるときに設ける会計をいいます。
※（　）内は前年比較。
◯国民健康保険事業特別会計
��������� 50億9,586万7千円（＋2億4,559万1千円）
　保険税や道からの交付金などを財源に、被保険者の
医療費に対し必要な給付を行います。平成30年度か
ら財政運営の責任主体が道となっていますが、市町村
と連携し、運営されます。

◯後期高齢者医療事業特別会計
����������������7億3,484万9千円（＋422万6千円）
　後期高齢者医療制度加入者の保険料を徴収し、保険
者（広域連合）に納付します。

◯介護保険事業特別会計
��������� 47億3,171万5千円（＋1億6,716万4千円）
　保険料や国、道、市からの負担金を財源に、被保険
者の要介護度に応じた保険給付などを行います。

◯土地区画整理事業特別会計
������������������������1,222万円（−1,287万円）
　北海道新幹線新函館北斗駅周辺地区の土地区画整理
事業により生じた公債費の償還などを行います。

◯渡島公平委員会特別会計
������������������������� 65万4千円（＋5万6千円）
　関係市町の負担金により職員の人事上の不服審査を
行います。

◯水道事業会計（企業会計）
　収益予算������7億4,100万8千円（−199万6千円）
　水道料金を財源に水道水の供給を行います。

　資本予算����6億6,594万2千円（＋1,070万4千円）
　企業債などを財源に給配水管設備の整備を行います。

◯下水道事業会計（企業会計）
　収益予算���12億1,621万9千円（＋2,164万4千円）
　下水道使用料を財源に汚水を処理します。

　資本予算����8億8,236万7千円（−3,952万4千円）
　企業債などを財源に下水道管などの整備を行います。

安心・安全な都市環境の整備
◯久根別地内歩道橋整備事業【新規】 4,200万円
　避難に制約のある久根別地区において、旧久根別川
への歩道橋整備に向けた実施設計を行います。

◯防災備蓄倉庫設置事業【新規】 580万円
　指定緊急避難場所である高規格道路高台への備蓄倉
庫設置に係る実施設計を行います。

◯茂辺地分遣所建替事業 2億3,103万6千円
　令和６年度から準備を進めてきた建て替え工事を実
施し、地域防災拠点としての機能強化を図ります。

·運動公園施設改修事業 5億8,500万円
　大規模改修事業として令和３年度から本格的に進め
てきた運動公園施設改修事業は令和７年度で完了を迎
えます。最終年の整備内容としては、エントランス広
場の造成や周回コースの整備を行い、子供から高齢者
までが気軽に訪れ楽しめる公園として、幅広い世代が
利用できるエリアを創出し、市民の健康増進と憩いの
場としての機能を一層充実させます。

持続的で効率的な行財政運営
◯基幹系システム標準化事業 1億4,940万1千円
　令和８年度の本格稼働に向けて、運用の安定性を確認しながら準備を進めます。

次代を担う子どもたちへの応援
◯小・中学校空調設備設置事業
 ８億7,121万１千円【繰越明許】
　令和５年度から進めてきた冷房設備設置について、
浜分小学校など10校へ令和７年度中の設置を目指し
ます。

◯小中学生対外競技等参加補助金 2,500万円
　これまで学校教育活動で10割、社会教育活動で３分
の２を補助率とし、参加経費の助成を行っておりまし
た。令和７年度からは制度を統一し、対象を子ども一
人につき全道・全国大会各１回の参加とし、補助率を
一律10割とすることで、保護者負担の軽減を図ります。

◯学校給食費の減免
　6,495万２千円（第２子以降軽減額）
　2,774万４千円（物価高騰分軽減額）

　著しい物価高騰の影響により、令和６年度に引き続
き、令和７年度においても給食費の引き上げを行いま
すが、当分の間、引き上げ分を市が負担することで保
護者負担の軽減を図ります。

若者や女性、高年齢者がチャレンジできる環境づくり
◯雇用促進支援事業 100万円
　ひとり親や高齢者、障がい者の方などを継続雇用し
た中小企業主に対し補助金を支給することで、対象労
働者に係る雇用機会の拡大を図ります。

◯育児休業取得支援事業補助金 50万円
　女性が出産後も働き続けられるよう、育児休業取得
の推進に取り組む市内事業者に対し、国の両立支援等
助成金１件につき10万円の上乗せ補助を引き続き実
施します。
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